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ＮＩＴＥの概要
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●1928年に商⼯省（現経産省）
に輸出絹織物検査所として設
置、1984年通商産業検査所

●1993年にバイオ部⾨事業開始
（ゲノム解析）

●2001年に国家公務員型の独⽴
⾏政法⼈へ

●2002年にNBRC設⽴
●2015年から経産省傘下で唯⼀

の⾏政執⾏法⼈へ（単年度執⾏）
●NITEの中期⽅針では

①社会・経済の制度構築
（法執⾏⽀援、標準化など）
②イノベーション⽀援
を⾞の両輪としている

●常勤職員426名(R6.1)
●運営費交付⾦78億円(R5)



バイオテクノロジーが切り拓く「バイオエコノミー」
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OECDは、2030年の世界のバイオ市場はGDPの2.7％
（約200兆円）に成⻑、うち約4割を⼯業分野が占めると予測

※バイオエコノミー︓バイオテクノロジーや再⽣可能な⽣物資源等を利活⽤し、持続的で、再⽣可能性のある循環型の経済社会を拡⼤させる概念
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2024年6⽉３⽇ 統合ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ戦略推進会議決定 https://www8.cao.go.jp/cstp/bio/index.htmlバイオエコノミー戦略



NITEバイオテクノロジーセンター（NBRC）の業務概要
【事業内容】
経済産業省によるバイオ政策の下、⽣物遺伝資源の収集、評価、整理及び提供並びに⽣物多様性条約に関する法的枠組みの執⾏⽀援
等を通じて蓄積した技術や知⾒を活かし、⽣物遺伝資源等の利⽤環境を整備するとともに、情報提供や企業等との共同事業を通じて⽣物
遺伝資源等の利活⽤を促進し、我が国バイオ産業の健全かつ中⻑期的な発展に貢献する。

産業有⽤微⽣物の収集・保存・提供
（9万5千株を超える微⽣物を保存）

特許法・ブダペスト条約に基づく
特許微⽣物寄託業務*

NBRCの有する⽣物資源に関する
優れた技術・知⾒及び国際信⽤⼒を活⽤

①産業基盤となる⽣物資源の収集・受託・保存・提供

カルタヘナ法執⾏⽀援*

⽣物多様性条約・名古屋議定書対応*
（海外⽣物資源へのアクセスと利益配分）

②⽣物資源の利⽤環境整備
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微⽣物利活⽤に係る
技術⽀援

③情報提供及び技術⽀援
微⽣物の安全情報や
機能情報等の提供

*は法執⾏⽀援業務



NBRC 株 約35,000株
◆主に国内外の研究者から寄託された微⽣物
 依頼に対して菌株を分譲
 検定⽤、参照⽤、教材⽤等

⇒ 検定⽤︓ISO、JIS、⽇本薬局⽅等で規定された公的試験
⽅法の中で、特定のNBRC株の使⽤が明記されている

 ISO9001に基づき安定な品質で提供

RD株 約60,000株
◆NBRCが独⾃に収集した微⽣物

（簡易同定済み、属レベル）
 依頼に対して1年ごとの貸与
 スクリーニング⽤等
 国内由来株︓NBRCが所有
 海外由来株︓アジア各国で収集し、⽇本に移転

⇒ 利⽤時に⽣物多様性条約に則った原産国への利益配分を
含む契約をNBRCとの間で締結することで、安⼼して産業化
に向けた利⽤が可能

微⽣物資源の保存・提供 -微⽣物の保有数は世界最⼤級-
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細菌 12,017

放線菌 4,445

アーキア 360 

⽷状菌（ｶﾋﾞ,ｷﾉｺ） 12,715

酵⺟ 5,067

ファージ 118 
微細藻類

754 原⽣動物 3 
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放線菌
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⽷状菌 15,054

酵⺟ 1,582その他 7細菌 2,624 
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